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二
〇
一
九
年
、
中
国
を
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
（CO

V
ID

-19

）
が
世
界
的
に
流
行
し
、
日
本
に
お
い
て

も
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
生
活
の
在
り
よ
う
が
大
き
く
変
化
し
た
。

そ
の
影
響
は
日
本
口
承
文
芸
学
会
も
無
縁
で
は
な
く
、
二
〇
二
〇

年
三
月
の
研
究
例
会
は
延
期
、
六
月
の
大
会
は
ウ
ェ
ブ
大
会
と
し
て

八
月
に
研
究
発
表
の
み
を
行
う
形
と
な
っ
た
。

機
関
誌
委
員
会
で
は
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
、
以
下
の
と
お
り

「
緊
急
特
集
」
を
組
み
、
投
稿
原
稿
を
広
く
公
募
す
る
こ
と
と
し
た
。

＊　
＊　
＊

『
口
承
文
芸
研
究
』
第
44
号
緊
急
特
集
へ
の
投
稿
公
募
に
つ
い
て

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
耳
目
し
た
事
象
や

直
面
し
た
出
来
事
、
研
究
者
・
語
り
手
・
学
会
員
と
し
て
考
え
る

こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。

公
募
テ
ー
マ：
緊
急
特
集　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
下
で（
仮
）

例　
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
耳
目
し
た
ウ
ワ
サ
・
ハ
ナ
シ
な
ど

　
　
　
（
国
内
・
海
外
問
わ
ず
）

　
　
各
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
疫
病
を
め
ぐ
る
伝
承
な
ど

　
　
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
直
面
し
た
出
来
事

　
　
　
（
研
究
・
調
査
環
境
、
伝
承
環
境
の
変
化
）
な
ど

　
　
口
承
文
芸
研
究
や
学
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て　

　
　
　
（
対
面
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
変
化

　
　
　
　
こ
う
し
た
状
況
に
学
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
か
）
な
ど

＊　
＊　
＊

結
果
、日
本
国
内
の
ア
マ
ビ
エ
論
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
二
〇
年

の
リ
ア
ル
な
事
例
報
告
、
ア
イ
ヌ
、
台
湾
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
を
含
む
疫
病
な
ど
に
ま
つ
わ
る
論
考
と
、
九
本
の
多
彩
な
投
稿

を
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
。
公
募
の
形
を
採
っ
た
の
は
、
か
つ
て
の
民

俗
学
に
お
い
て
、
雑
誌
を
介
し
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
寄
せ
合
っ
た
こ

と
を
意
図
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
大
会
発
表
の
内
藤
浩
誉
論
文
も
、

本
特
集
と
つ
な
が
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

併
せ
て
、
学
会
と
し
て
ど
う
対
応
し
た
か
を
記
録
に
遺
す
こ
と

も
意
義
が
あ
る
と
思
い
、
会
長
は
じ
め
、
大
会
委
員
会
、
例
会
委

員
会
、
会
報
委
員
会
の
立
場
か
ら
の
文
章
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
い
て
、
学
会
運
営
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

口
承
文
芸
は
、
取
り
立
て
て
、
対
面
に
よ
る
「
語
る
／
話
す
／

歌
う
」
―
「
聴
く
」
と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
成
り
立
つ
領
域
で

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
よ
う
を
、大
き
く
変
容
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
が
発
展
し
、
情
報
伝
達
の
方
法
や
、
そ
れ
に
伴
う
身
体
の
在
り

方
も
、
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
口
承
文
芸
と
い
う
観
点

で
こ
の
よ
う
な
問
題
を
思
考
・
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な

社
会
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
特
集
が
、
今
後
の
何
ら
か
の
羅
針
盤
の
役
目
を
果
た
す
こ
と

を
希
っ
て
止
ま
な
い
。

 

機
関
誌
委
員
長　
根
岸
英
之
（
ね
ぎ
し
・
ひ
で
ゆ
き
）        

緊急特集　「新型コロナウイルス流行と口承文芸研究」
に当たって

二
〇
二
〇
年
度
の
第
四
十
四
回
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
ウ
ェ
ブ
大
会
と
い
う
異
例
の
開
催
と
な
っ
た
。
以
下
、

本
学
会
初
の
ウ
ェ
ブ
大
会
の
顛
末
を
記
す
。

今
大
会
は
本
来
、
六
月
六
日
・
七
日
に
東
京
都
の
高
千
穂
大
学
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
、
大
会
委
員
会
（
加
藤
耕
義
・
熊
野
谷
葉
子
・
間
宮
史
子
）

は
準
備
を
進
め
た
。
公
開
講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
神

話
と
昔
話
―
女
性
神
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
講
演
者
は
三
浦
佑
之
氏
と
渡
邉

浩
司
氏
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
沖
田
瑞
穂
氏
、
北
原
モ
コ
ッ

ト
ゥ
ナ
シ
氏
、
坂
井
弘
紀
氏
と
い
う
こ
と
に
決
ま
る
。
二
月
初
め
に
研
究

発
表
募
集
を
通
知
し
、
三
月
の
運
営
理
事
会
で
応
募
研
究
発
表
の
採
否
を

決
定
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
三
月
十
四
日
の
第
七
十
八
回
研
究
例
会
の
実

施
が
見
送
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
運
営
理
事
会
は
メ
ー
ル
審
議
で
行
わ
れ
た
。

メ
ー
ル
審
議
に
よ
る
審
査
結
果
を
受
け
て
、
研
究
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、
十
三
名
の
発
表
者
に
連
絡
し
た
の
は
三
月
末
。
連
絡
メ
ー
ル
末

尾
に
は
、「
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
が
ど
う
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
大
会
委
員
会
と
大
会
会
場
校
は
、
現
時
点
で
は
、
第
四
十
四

回
大
会
を
無
事
に
開
催
で
き
る
よ
う
祈
り
つ
つ
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
」

と
記
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
今
後
の
状
況
次
第
で
は
大
会
参
加
が
難
し
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
発
表
者
も
お
り
、
大
会
開
催
に
つ
い
て
、
大

会
会
場
校
の
立
石
展
大
会
長
と
相
談
し
た
う
え
で
、
然
る
べ
き
時
期
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

四
月
初
め
、
日
本
独
文
学
会
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
。
独
文
学
会
は
、

本
学
会
と
同
じ
六
月
六
日
・
七
日
に
予
定
し
て
い
る
春
季
研
究
発
表
会
の

開
催
中
止
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
。
私
た
ち
も
開
催
に
つ
い

て
の
方
針
を
早
急
に
決
定
す
る
べ
き
だ
と
大
会
委
員
間
で
や
り
と
り
す
る

う
ち
、
四
月
七
日
、
七
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
て
、
ま
ず
立
石
氏
と
次
の
こ
と
を
相
談
す
る
。

一　
六
月
の
大
会
開
催
は
断
念
す
る
。
今
年
度
中
の
延
期
は
日
程
上
困
難

と
思
わ
れ
る
の
で
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
来
年
度
の
大
会
で
行
う
。

二　
一
方
、
若
い
研
究
発
表
者
の
発
表
機
会
を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、

Ａ　
研
究
発
表
者
に
機
関
誌
へ
の
投
稿
を
勧
め
る
。
／
Ｂ　
研
究
発
表
の

場
を
秋
に
で
も
別
日
程
で
設
け
る
。
／
Ｃ　
研
究
発
表
の
場
を
ネ
ッ
ト
上

に
設
け
る
。

大
会
委
員
会
と
し
て
も
、
一
に
つ
い
て
は
、
登
壇
者
の
承
諾
を
得
た
う

え
で
そ
の
通
り
に
し
た
い
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
場
で
多
く

の
人
に
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
、
と
考
え
た
。

二
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
か
。
Ｂ
案
は
秋
の
学
会
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り

難
し
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
機
関
誌
へ
の
投
稿
を
勧
め
る
Ａ
案
が
よ
い
の

で
は
、
と
考
え
た
の
だ
が
、
投
稿
が
不
採
用
と
な
る
と
、
発
表
の
場
は
失

【
緊
急
特
集 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
と
口
承
文
芸
研
究
】

感
染
症
流
行
下
で
開
催
さ
れ
た
初
の
ウ
ェ
ブ
大
会

間 

宮　
史 

子
（
大
会
委
員
長
）


